
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３黒船
くろふね

来航
らいこう

(1853 年) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

郷土
きょうど

の発展
はってん

につくす 

調べる 
明治時代の東京の人々はどのようなことに苦しんでいたのでしょうか。 

日本にやってきたコレラ  

江戸時代の終わりのころになると、外国の人々と

の交流がさかんになり、それまで日本では見られな

かった伝染病
でんせんびょう

(病気)が入ってくるようになりました。

伝染病の中でも、東京や全国各地で多くの人々を苦

しめたのがコレラです。コレラにかかると強いはき

気や下りにおそわれ、急げきに体の中の水分がなく

なっていきます。声がかすれ、はだがシワシワにな

り、目がつり上がるため、まるで虎
とら

のような表情にな

りました。数日で１０人中６人から 7 人の人は亡く

なってしまったため、死
し

の病
やまい

とおそれられました。 

明治時代に描かれた絵 

１「虎狼

こ ろ

狸

り

獣

じゅう

」明治 10 年（1877 年） ２「虎列
こ れ

刺
ら

退治｣ 明治 19 年（1886 年） 

江戸時代の終わり

に、アメリカのペリ

ー提督
ていとく

が日本に開国

をもとめたことがき

っかけとなって、日

本の各地に外国の船

がやってくるように

なりました。 

錦絵新聞『かなよみ』より                       内藤記念くすりの博物館提供 

授業内に限り, 著作権法第35条

第１項に基づき副読本に図絵を

使用させていただきました。 

授業内に限り, 著作権法第35条

第１項に基づき副読本に図絵を

使用させていただきました。 

授業内において, 著作権

法第 35条第１項に基づき

副読本に図絵を使用させ

ていただきました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５さまざまな伝染病 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ヤツデの葉 

 

 

コレラの流行と人々がしたこと  

明治時代になってから初めてのコレラの流行
りゅうこう

は

1877年(明治 10年)のことでしたが、それから数年お

きに大きな流行が起こり、多くの人が苦しみました。

特に 1886 年(明治 19 年)の流行は大きな流行の一つ

で、東京でも１万人近くの人が亡くなり、全国では１

０万人以上の人が亡くなりました。 

当時の日本では、「コレラにどうしてかかってしま

うのか。」、「どうすれば防ぐことができるのか。」、「ど

うすれば治るのか。」など、ほとんど分かっていませ

んでした。一部では高価
こ う か

な消
しょう

毒薬
どくやく

を使うこともあり

ましたが、多くの人々は神社やお寺にお参りしたり、

赤い紙に牛と３つ書いたお札をはったり、ヤツデの

葉を玄関にぶら下げたりして、コレラにかからない

ようにお祈りするしかありませんでした。 

明治時代には、コレ

ラ以外にも、赤痢
せ き り

、

腸チフス
ちょう      

、 痘瘡
とうそう

、

発疹
はっしん

チフス、しょう

こう熱
ねつ

、ジフテリア

など、さまざまな伝

染病が流行し、人々

を苦しめました。 

衛生局年報(内務省衛生局編)より作成 

参考文献：「感染症の近代史 」内海孝著 山川出版社 「感染症キャラクター図鑑」 岡田晴恵監修 日本図書センター  

授業内においてはヤツ

デの写真を入れていま

す。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２柴三郎が生まれた場所 

 

 

 

 

 

 

３内務省衛生局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つかむ 
資料をもとに、学習問題を作ろう。 

北里柴三郎と医道論  

黒船が日本にやってきた１８５３年、九州は肥後
ひ ご

の国、阿蘇郡
あ そ ぐ ん

小国
お ぐ に

郷
ごう

北里村
きたざと  

（現在の熊本県阿蘇郡小国

町）に北里柴三郎は誕生しました。子どものころに弟

二人をコレラによって亡くした柴三郎は、医学の道

に進むために勉強を続け、東京医学校（現在の東京大

学医学部）に進学します。そんな時に東京の人々をお

そったのが、明治になって初めてのコレラの流行で

した。伝染病に苦しむ人々の姿を見て、柴三郎は自分

の考えを「医道論
いどうろん

」にまとめて発表します。柴三郎は

大学を卒業した１８８３年、「伝染病についての研究

を続けてその成果を人々の役に立てたい。」と考え、

医者の三分の一ほどの給料しかもらえない内務省
ないむしょう

衛生局
えいせいきょく

につとめることにしました。 

１ 医道論１８７８年（明治１１年） 北里柴三郎が医道論で発表した考え 

・医学の本当の役わりは、人々の健康を守

り、仕事ができるようにして、国をゆたか

にすることである。 

・人々に健康でいるための方法を教え、体の

大切さを知らせて、病気になるのをふせぐ

のが医道の基本である。 

・病気をふせぐためには、病気の原因と治り

ょう、つまり医術をてってい的に理かいす

る必要がある。そのために必要なのは、て

ってい的な研究である。 

明治時代にあった国

の役所で、現在のけ

いさつの仕事や人々

の健康にかかわる仕

事をしていました。 

写真：「警視庁史 明

治編」警視庁史編さ

ん委員会、1959 年 

学校法人北里研究所  

北里柴三郎記念室 

 

学校法人北里研究所  

北里柴三郎記念室 

 



かん者数    死亡者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        ５北里柴三郎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４東京府(現在の東京都)でのコレラのかん者数と死者数(1891年～1905年) 

 虎狼狸獣からコレラへ 

北里柴三郎が医道論の考えを発表してから２３年

がたった１９０１年、ついに東京府ではコレラで亡

くなる人は一人もいなくなりました。その後も小さ

な流行が起こることはありましたが、何万人もの

人々が苦しむことは無くなり、コレラは「虎狼狸獣」

ではなく、原因がわかり、予防や治りょうができる病

気になったのです。全国各地で流行していたコレラ

も、年々患者数や死亡者数が減っていき、柴三郎が亡

くなる前の年(１９３０年)にはついに患者数がゼロ

になりました。 

このころになると、人々は健康でいるためにどう

すれば良いのかが分かり、町のお医者さんにも伝染

病を予防したり、治りょうしたりする方法が広く知

られるようになっていたのです。 

柴三郎が内務省につ

とめた翌年の 1884

年、ドイツの細菌伝

染病研究者ロベル

ト・コッホによって

コレラの原因である

コレラ菌が発見され

ました。柴三郎はす

ぐにその発見から学

び、1885 年にコレラ

が流行していた長崎

に調査に出かけて、

日本で初めてコレラ

菌を発見しました。 

衛生局年報(内務省衛生局編)より作成 

写真：学校法人北里研究所 北里柴三郎記念室  

学校法人北里研究所  

北里柴三郎記念室 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 細菌(さいきん) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しらべる 

ドイツに留
りゅう

学した北里柴三郎はどのようなことをしたのだろう。 

ドイツへの留学とコレラの研究  

１８８５年長崎県でのコレラ菌発見の働き

が認められた柴三郎は、長与専
な が よ せ ん

斎
さい

の後押しで、

ドイツへ留学することになりました。ドイツに

着いた柴三郎は、ロベルト・コッホのもとで伝

染病のもととなる細菌の研究を始めます。 

留学から一年がたったころ、柴三郎がコッホ

から初めてまかされたのがコレラ菌について

の研究でした。柴三郎はコレラ菌の性
せい

質
しつ

を調べ

るために、様々な実験をくり返して、コレラ菌

を消毒したり予防したりする方法を見つけだ

しました。 

１ ロベルト・コッホとベルリン大学              ２ 現在のドイツと首都ベルリン 

ごく小さな生物のこ

とです。ロベルト・コ

ッホが、病気と細菌

の関係を明らかにし

たことで、当時、各国

で研究が始められて

いました。 

ロベルト・コッホは

当時、伝染病の原因

となる細菌の研究

で世界トップレベ

ルの研究者でした。

コッホが研究をし

ていたのがベルリ

ン大学(現在のフン

ボルト大学)です。 

 外務省ホームページより 

授業内に限り外務省のホームペ

ージからドイツ国内の都市の位

置がわかる地図をお借りしまし

た。 

学校法人北里研究所  

北里柴三郎記念室 

 

学校法人北里研究所  

北里柴三郎記念室 

 



破傷風
はしょうふう

菌の研究で世界のキタサトへ 

柴三郎が次にまかされたのが破傷風菌の研

究でした。当時、破傷風菌だけを取り出すこと

は不可能と言われていて、コッホですら成功し

ていませんでした。しかし、柴三郎はあきらめ

ませんでした。自分で実験そう置を作り、昼も

夜も実験を続け、ついに破傷風菌だけを取り出

すことに世界で初めて成功します。さらに熱心

に研究を続け、１８９０年ついに世界で初めて

破傷風の治りょう法を開発することに成功す

るのです。 

医学の遅れた国から来た一人の研究者だっ

た柴三郎はドイツでの研究を通して、「世界の

キタサト」として世界中の研究者に知られるこ

とになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 破傷風(はしょうふう)は菌が作る毒素によって全身

の筋肉が強くちぢんだままになってしまう病気です。

動くことも、食べることも、できなくなるため、当時は 

いったんかかると、ほとんど 

助からない恐ろしい病気 

でした。 

参考文献：北里柴三郎伝 宮島幹之助, 高野六郎 著 北里研究所 編  写真：学校法人北里研究所 北里柴三郎記念室 

     北里柴三郎  福田眞人 著 ミネルヴァ書房      東京人 no.313  都市出版 

授業で使用：破傷風症状絵：Lunds J.: Tetanus; contracted body of soldier suffering from tetanus, 1865 

４ ドイツ留学時代の北里柴三郎     ５ 世界中の人々におそれられた破傷風(はしょうふう)  

学校法人北里研究所  

北里柴三郎記念室 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しらべる 
「世界のキタサト」となった北里柴三郎はどのような思いをもっていたのだろう。 

１ 国際会議での柴三郎 

 柴三郎が帰国する前

年、イギリスのロンド

ンで開かれた国際会議

でさつえいされた写真

です。  

世界のトップレベルの

研究者に真ん中にかこ

まれた柴三郎のすがた

がかくにんできます。 

第７回万国衛生学ならびに人口統計学会議（１８９１年） 

たくさんのさそいを断り日本へ  

「世界のキタサト」となった柴三郎が日本に帰る

ころになると。イギリスやアメリカなど、様々な国か

ら柴三郎をまねいて伝染病の研究を進めたいと、た

くさんのさそいがありました。また、コッホも柴三郎

にドイツに残って、ともに研究を続けてほしいと願

ったのです。しかし、柴三郎は言いました。 

「自分はドイツで学んだことを生かし、日本で研究

を進めて、伝染病に苦しむ人々を救いたい！」 

柴三郎の決意は固いものでした。 

有名になっていた柴三郎は、伝染病の研究がまだ

進んでいない日本に帰れば、国をあげてかんげいさ

れ、すぐに人々のための研究を始めることができる

と考えていたのです。 

考える 
北里柴三郎はこの時、 

どんな気持ちだったのだろう。 

 

授業内に限り, 著作権法

第 35 条第１項に基づき

ポプラ社発行の漫画から

挿絵を使用させていただ

きました。 

学校法人北里研究所  

北里柴三郎記念室 

 



願いはとどかず、研究もできず・・・ 

柴三郎は日本へ帰ると、さっそく国に伝染病の研

究をするために、研究所を作ることの大切さを説明

し、すぐに作るようにお願いしました。しかし、その

願いは聞き入れられず、研究ができないじょうたい

になってしまったのです。 

留学中は毎日、思うぞん分伝染病についての研究

を行い、人々の役に立つ成果をあげていた柴三郎は、

何もできないでいるそのしゅん間も、東京の人々が

苦しんでいることを知っていました。しかし、柴三郎

にはどうすることもできなかったのです。柴三郎の

手元には、世界の研究所からのしょう待じょうがま

だ残っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考文献：北里柴三郎伝 宮島幹之助, 高野六郎 著 北里研究所 編 

     北里柴三郎  福田眞人 著 ミネルヴァ書房      東京人 no.313  都市出版 

     北里柴三郎  竹林月 漫画 森孝之 監修 ポプラ社 

写真：学校法人北里研究所 北里柴三郎記念室 

 

考える 
北里柴三郎はこの時、どんな気持ちだったのだろう。ふき出しに書いてみよう。 

 

授業内に限り, 著作権法第 35

条第１項に基づきポプラ社発

行の漫画から挿絵を使用させ

ていただきました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 福沢
ふくざわ

諭
ゆ

吉
きち

 

慶応
けいおう

義塾
ぎじゅく

を作り、自由に学ぶことの

大切さを多くの人に伝えた。外国に

も行ったことがあり、外国のことに

もくわしかった。 

しらべる 
北里柴三郎はどのようにして伝染病研究所をつくることができたのだろう。 

帰国後の柴三郎について知った福沢
ふくざわ

諭
ゆ

吉
きち

 

帰国してからの柴三郎について知った福沢

は、世界的に有名な研究者として外国の新聞で

も名前を目にしていた「世界のキタサト」が置

かれたじょうきょうに大変おどろき、 

「すぐれた研究者がいるのに、研究する場を 

あたえないとは、なんと言うことだ！」 

と考え、さっそく柴三郎に会うことにしました。 

  

１ 北里柴三郎 

 「世界のキタサト」とまで言われて

いたが、帰国後は十分な研究の場を

与えられずにいた。 

授業内に限り, 著作権法

第 35 条第１項に基づき

慶應義塾写真データベー

スから福沢諭吉氏の写真

を使用させていただきま

した。 

学校法人北里研究所  

北里柴三郎記念室 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福沢諭吉に思いをうったえた北里柴三郎  

北：私は学んだことを生かして、日本で研究を進めたいと考え

ています。外国では今も研究が進んでいるというのに、日

本にはまだ研究所すらありません。 

福：私もこれまで何度も伝染病にかかった。東京でも多くの

人々が苦しんでいる今、伝染病をいかに予防し、ぼくめつ

するか、そこに、この国の未来がかかっていると言っても

いいだろう。 

北：研究する自由すらあたえられないなんて・・・私はこのま

ま研究ができずに過ごすなんて、たえられないのです。 

福：ふむ、やはり思った通り、きみはすばらしい情熱をもって

いるようだ。実は芝
しば

に私の土地がある、そこに研究所をつ

くってはどうだろう。 

北：本当ですか！！！ 

福：まず動いてみなければ、何も生まれない。そうだろ北里君。 

北：なんとお礼を言えばよいか・・・ 

福：なに、気にする必要はない。研究者を助けるのは私の楽し

みでね。 

参考文献：北里柴三郎伝 宮島幹之助, 高野六郎 著 北里研究所 編     ドンネルの男・北里柴三郎下 山崎光夫 著 東洋経済新報社   

     北里柴三郎  福田眞人 著 ミネルヴァ書房          東京人 no.313  都市出版 

     北里柴三郎  竹林月 漫画 森孝之 監修 ポプラ社    写真： 

 

３ 芝（しば） 

 現在の港区芝

公園。東京タワ

ーの近く。 

４ 私立伝染病研究所 

  

福沢が土地や建物を用意してくれることにな

り、研究所づくりが始まります。するとそれを聞

きつけた人々がお金を出し、実験器具をそろえる

こともできました。1892 年 11 月 30 日、ついに

日本で初めての伝染病専門の研究所、「私立伝染

病研究所」が東京の芝に開かれ、柴三郎は所長と

して研究をスタートさせることができたのです。 
学校法人北里研究所  

北里柴三郎記念室 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しらべる 
北里柴三郎は伝染病研究所でどのようなことをしたのだろう。 

まずはジフテリア、そしてコレラへ 

柴三郎が研究所で真っ先に作ったのは、ドイ

ツで研究した治りょう法を生かしたジフテリア

の薬でした。1894年、さっそく研究所に作った

病院に 353 人のかん者を受け入れ、治りょうに

あたると、322人が助かりました。これは、かん

者 10人中 9人が回ふくしたということで、当時

神わざとまで言われ、研究所は有名になります。 

さらに 1895年東京でコレラが大流行すると、

広尾
ひ ろ お

で初めてコレラの治りょう薬を使用して、

193 人中 129 人が助かりました。これはかん者

10人中 6人から 7人が回ふくしたことを意味し

ます。東京で、コレラが治りょうできるように

なったのです。 

 

３ ジフテリア 

 主に子どもが多

くかかる病気で、

はげしいのどの痛

みや熱、せきなど

が続き苦しみま

す。 

柴三郎が治りょ

う法を考えるまで

は、よい治りょう

法はなく、10 人が

かかると 5 人から

6 人は亡くなって

しまうおそろしい

病気でした。 

１ 私立伝染病研究所（芝公園 1892 年） 

 柴三郎が初めて東京で研究を始めた研究所で

したが、せまかったため、十分な研究ができま

せんでした。 

２ 私立伝染病研究所（芝区
し ば く

愛宕
あ た ご

町
まち

1894 年） 

 福沢達だけではなく、国の支えんも受けて広い土地に

引っこしました。本かく的な研究が始まります。 

 1899 年には研究が認められて、私立伝染病研究所は

内務省の国立伝染病研究所になります。この時、柴三郎

たちは全てのせつびを国にきふしました。 

４ 広尾 

 東京都渋谷区の

地名。経堂から東

に約 9km のきょ

りに現在もある。 

学校法人北里研究所  

北里柴三郎記念室 

 

学校法人北里研究所  
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 参考文献：北里柴三郎伝 宮島幹之助, 高野六郎 著 北里研究所 編     北里柴三郎資料館 48 北里研究所名誉部長 中瀬安清   

     北里柴三郎  福田眞人 著 ミネルヴァ書房          東京人 no.313  都市出版 

写真：学校法人北里研究所 北里柴三郎記念室 

      

 

研究所は変化しても、研究は変わらず 

柴三郎達の研究が進む中で、研究所はさらに大

きくなり、北里研究所はコッホの研究所とかたを

並べる、世界三大研究所と言われるまでになって

いました。この間、柴三郎は常に弟子
で し

達とともに

研究を続け、病気を治りょうするための薬だけで

はなく、病気をふせぐために使うワクチン（予防

注射で使う薬）も次々に開発しました。 

柴三郎が研究所で研究を続けた三十数年間に

世の中で役立てられた薬やワクチンは、主なもの

だけでも４４種類にのぼります。柴三郎達の研究

を通して、多くの伝染病に治りょうや予防の道が

開かれたのです。 

４ 国立伝染病研究所（芝区
し ば く

白金台町
しろかねだいまち

1906 年） 

 さらに広い土地に引っこしました。研究や薬の

製造、病院での治りょうまで、全てできる堂々た

る研究所になりました。 

５ 北里研究所（芝区
し ば く

白金
しろかね

町
まち

 1915 年完成） 

 国との考え方のちがいから、伝染病研究所を

やめた柴三郎が作った研究所。弟子も全員、国

立伝染病研究所から北里研究所にうつり、研究

を続けました。 

学校法人北里研究所  
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写真：福島民友新聞社 

 

しらべる 
北里柴三郎は伝染病の研究所を続ける中で、どのようなことをしたのだろう。 

研究を進め、人を育てる 

柴三郎は伝染病研究所ができると、医師や研

究者に細菌や伝染病についての知識を広めるた

めのこう習会を始めました。こう習会は研究所

が国立になり、その後北里研究所になってから

も続けられ、医学や科学の知識を東京だけでな

く、全国に広げました。 

また、研究所には、柴三郎の下
もと

で学びたいと

いう優しゅうな人が全国から集まり、弟子とし

て柴三郎とともに研究や人々の治りょうを進め

ました。その中には、赤
せき

り菌を発見した志賀
し が

潔
きよし

や黄熱病
おうねつびょう

の研究で有名になった野口
の ぐ ち

英世
ひ で よ

など、

その後の医学の発展にこうけんした医師や研究

者も沢山います。 

 

１ 講習会
こうしゅうかい

の様子 

 第１回北里研究所

講習会の様子。 

２ 志賀
し が

 潔
きよし

(右) 

 野口
の ぐ ち

 英世
ひ で よ

(左) 

授業内に限り, 著作権法

第 35 条第１項に基づき

福島民友新聞社が所有す

る写真を使用させていた

だきました。 

学校法人北里研究所  

北里柴三郎記念室 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 参考資料：東京人 no.313  都市出版 東京都済生会中央病院ホームページ 慶應義塾大学医学部・医学科ホームページ 

写真：学校法人北里研究所 北里柴三郎記念室  福島民友新聞社 東京都済生会中央病院 

      

 

病院で治りょうにあたり、教育にも力をそそぐ 

1915 年、東京の芝に恩賜
お ん し

財団済生会
ざいだんさいせいかい

芝
しば

病院が

できると、初代院長として医師たちをひきいて

人々の治りょうにあたりました。芝病院では、安

い料金、または無料で治りょうを行ったため、多

くのまずしい人々も救われました。 

また、1917 年に、慶應義塾大学が医学科を作

ることになると、初代の学科長を引き受けるとと

もに、北里研究所の弟子たちを教じゅとして送り

こみ、ほかの大学にはまだ無かった「公衆衛生学」

を設置して、予防医学の教育にも力を入れまし

た。さらに、1920 年には慶応義塾大学病院の初

代院長も引き受け、力をつくしました。 

1923 年、東京が関東大震災に襲われると、柴

三郎が関わった病院も多くの人々を救いました。 

３ 恩賜財団済生会芝病院(1915 年)           ４ 慶應義塾大学医学科 予防医学校しゃ 

５ 公衆
こうしゅう

衛生学
えいせいがく

 

 人々が病気になる

のを予防したり、

人々の健康を保ち、

高めたりすること

を目的とした学問。 

６ 恩返し 

 柴三郎は学科長や病

院長を引き受けた慶

応義塾から、一切給

料を受け取りません

でした。 

福沢諭吉はもう亡く

なっていましたが、

福沢のおかげで研究

を続けられたことを

決して忘れなかった

のです。 

 

授業内に限り, 著作権法

第 35 条第１項に基づき

東京都済生会中央病院が

所有する写真を使用させ

ていただきました。 
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しらべる 
北里柴三郎はなぜ法律作りや講演、本の出版をしたのだろう 

参考資料：東京人 no.313  都市出版  虎列刺病予防講話 伝染病予防撲滅法 国立国会図書館 公益財団法人結核予防会 

写真：近世名士写真 其 1「後藤新平」大阪 : 近世名士写真頒布会, 昭 9 至 10.  学校法人北里研究所北里柴三郎記念室 

      

 

伝染病予防法作りに協力する 

1896 年、柴三郎は伝染病の研究をもとに

『伝染病
でんせんびょう

予防
よ ぼ う

大意
た い い

』をまとめ、伝染病を予防する

ことの必要性をうったえました。そして、内務省
な い む し ょ う

衛生
え い せ い

局長
きょくちょう

の後藤
ご と う

新
し ん

平
ぺ い

と協力して、1897 年には

『伝染病予防法』の発布
は っ ぷ

にこぎつけます。 

『伝染病予防法』には上下水道のせいびやか

ん者のかくり、地域の消毒、船や列車で伝染病

の人が見つかった時にどうするかなど、伝染病

を予防したり、伝染病をぼくめつしたりするの

に必要なきまりがまとめられていました。   

柴三郎の協力で作られたこの法律は 1999 年

に感染症
かんせんしょう

予防法
よ ぼ う ほ う

ができるまで、98年間も変わる

ことなく人々を伝染病から守り続けました。 

１ 後藤
ご と う

新平
しんぺい

 

 柴三郎が内務省衛生局につとめた時にせんぱいとして働いてい

た。その後、柴三郎がドイツ留学中に日本から勉強にやってき

て親しくなった。長与専
ながよせん

斎
さい

の後に衛生局長になり、柴三郎と協

力して伝染病予ぼう法を作った。後に東京市長にもなる。 

授業内に限り, 著作権法

第 35 条第１項に基づき

国立国会図書館が所蔵す

る資料より写真を使用さ

せていただきました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演
こ う え ん

会から本の出版、絵
え

解
と き

まで 

柴三郎は研究のかたわら、各地で講演を行いま

した。1902 年に東京の日本橋区で行った講演、

「虎列刺病予防講話」では、伝染病の菌が口やき

ず口から体の中に入ることや、コレラ菌が 60℃

で 15分間熱すると死んでしまう性質があること

などをていねいに説明し、人々が正しい知識をも

つことが大切であると伝えました。また、1911年

には伝染病の原因や消毒の方法について、わかり

やすくまとめた「伝染病予防撲滅
ぼ く め つ

法」、という本

を出版しました。「結核
け っ か く

退治
た い じ

絵
え

解
と き

」は 1913年に、

「だれでも絵を見れば結核の予防や治りょうの

方法がわかるように。」と柴三郎が考え、作られ

たものです。このように柴三郎は人々が自分でで

きる公衆衛生の取組を広げたのです。 

２ 虎列
こ れ

刺病
らびょう

予防
よ ぼ う

講話
こ う わ

     ３ 伝染病
でんせんびょう

予防
よ ぼ う

撲滅法
ぼくめつほう

   ４ 結核
けっかく

退治
た い じ

絵
え

解
とき

 

５ 日本橋区 

 かつて東京にあっ

た区で、現在の中央

区日本橋のあたり。

東京駅に近く、経堂

からは東に約 20km

のきょりにある。 

６ 結かく 

 結かく菌が体に入

り、増えることによ

り起こる病気で、最

初はかぜのようなし

ょうじょうですが、

ひどくなると死んで

しまいます。1950 年

ごろまでは日本人の

死ぼう原因の 1 位で

とてもおそれられて

いました。 

７ 公衆
こうしゅう

衛生
えいせい

 

 人々が自分たちの健

康を守るために、病

気の予防などのため

に活動すること。 

授業内に限り, 著作権法

第 35 条第１項に基づき

国立国会図書館が所蔵す

る資料を使用させていた

だきました。 

学校法人北里研究所  

北里柴三郎記念室 
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学習問題について考えよう 

北里柴三郎は伝染病から東京の人々を救うために、どのようなことをしたのだろう。 

１「虎列
こ れ

刺
ら

退治｣ 明治 19 年（1886 年） ２ 北里柴三郎 

(ドイツ留学時代)             (1924 年) 

 

授業内に限り, 著作権法第 35

条第１項に基づき図絵を使用

させていただきました。 

学校法人北里研究所  

北里柴三郎記念室 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考文献：「感染症の近代史」内海孝著 山川出版社 学校法人北里研究所北里柴三郎記念室 内務省衛生局年報 

２ 北里柴三郎 (北里研究所創立頃)    (1923 年頃) 

学校法人北里研究所  

北里柴三郎記念室 
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予想 

 

 

 

 

 

調べる方法 

 

 

 

調べて分かったこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふかめる 
北里柴三郎の働きは今の私たちの生活とどのようにつながっているのだろう 



友達が調べて分かったこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北里柴三郎の働きから学んだことや考えたこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４年  組   番  名前（           ） 


